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(54)【発明の名称】 超音波診断装置

(57)【要約】
【課題】  超音波診断装置において、操作者がやり直し
たり、操作を少し変更したりという診断時の通常者号内
の変更の自由度を確保すること。
【解決手段】  操作者が一連の診断の為に通常使用する
操作手順と手順に伴う属性を動作モード毎で格納するシ
ナリオ１０と、そのシナリオを格納する記憶手段９と、
そのシナリオに従った順次実行と操作訂正のための逆順
次実行がどちらもできるようにした操作卓６上に配置さ
れた１式の操作手順順次／逆順次指示手段と、実行中の
操作手順表示および手順の属性を表示する表示器５を設
け、さらに一つの動作モード内で操作者のシナリオに定
義されている属性変更を実行中に可能としたことより、
操作者が多くの入力手段を操作することなく１式の操作
手順順次／逆順次指示手段の操作の流れの中で必要な自
由度を持った操作環境下で診断に集中でき、効率を高め
ることができる。



(2) 特開２００１－２５８８７８

10

20

30

40

50

1
【特許請求の範囲】
【請求項１】  操作者の操作手順とその手順に伴う属性
を動作モード毎に記述したシナリオを実行するシナリオ
実行手段と、前記シナリオを格納する記憶手段と、前記
シナリオを記憶する外部記憶手段と、１式の操作手順順
次／逆順次指示手段と、前記操作手順と手順に伴う属性
を表示する表示器とを有する超音波診断装置であって、
前記シナリオに従った操作の順次実行と操作訂正のため
の逆順次実行ができるようにし、前記操作者に実行手順
状態を通知するために前記操作手順と手順に伴う属性を
前記表示器に表示し、前記シナリオを前記外部記憶手段
に記憶して、保管や他の同じ機能を持った装置との交換
を可能にすることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】  実行順が逆順次の時には前記操作者が入
力した情報を初期化するか否かを定義し、操作訂正時の
手戻り作業を少なくできるようにしたことを特徴とする
請求項１記載の超音波診断装置。
【請求項３】  前記シナリオに格納されている各実行手
順の属性において、超音波診断装置が具備している複数
の機能のうちから操作者が通常使用している特定の機能
をシナリオ実行中に選択できるようにしたことを特徴と
する請求項１記載の超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明が属する技術分野】本発明は超音波の反射波信号
を利用して、被検体の断層像を得る超音波診断装置に関
し、操作者が操作卓上の入力手段によって各種操作を行
う超音波診断装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来超音波診断装置の操作の困難性を解
決するために幾つかの発明がなされている。超音波診断
装置を用いた診断に際して、検査部位、検査手順または
計測手順が同一の場合であっても、数あるキーのなから
手順に対応したキーを選んで操作するという作業を繰返
し行なわなければならないので、操作手順を記憶する操
作手順記憶回路、操作手順の各ステップの実行開始を入
力する実行キーと、実行キーが打鍵されるごとに操作手
順記憶回路に記憶されている手順にしたがって各ステッ
プを実行させる操作手順実行回路を設けたものが特開昭
６２－２５８６４１号公報に開示されている。
【０００３】また、超音波診断装置において、複数の操
作を一度に行なうマルチオペレーション操作を実行する
際に、操作者が登録した操作内容を表示器に表示して確
認できると共に、その内容によって変更すべき項目と実
際にその項目が変更できたか否かを表示できるようにし
たものに特開平９－１９２１２７号公報がある。
【０００４】さらに、モニタを中止したままで、複数の
機能の選択および実行支持をプッシュスイッチの操作の
みで実現することができるようにしたものに特開平８－
３０８８３０号公報がある。
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【０００５】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、従来の
方法によると一つひとつの入力操作が記憶され、記憶さ
れた操作内容と違う操作はできないため少しでも違う手
順は別に操作手順を作り直さなければならないという問
題がある。また、操作順番が順方向だけであり、操作を
やり直すためには最初の手順からやり直す必要があると
いう問題がある。従って、本発明は、このような問題を
解決するために、操作者がやり直したり、操作を少し変
更したりすることができるように、診断時の通常作業内
の変更の自由度を確保した超音波診断装置を提供するこ
とを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】本発明の請求項１に記載
の発明は、操作者の操作手順とその手順に伴う属性を動
作モード毎に記述したシナリオを実行するシナリオ実行
手段と、シナリオを格納する記憶手段と、前記シナリオ
を記憶する外部記憶手段と、１式の操作手順順次／逆順
次指示手段と、前記操作手順と手順に伴う属性を表示す
る表示器とを有する超音波診断装置であって、前記シナ
リオに従った操作の順次実行と操作訂正のための逆順次
実行ができるようにし、前記操作者に実行手順状態を通
知するために前記操作手順と手順に伴う属性を前記表示
器に表示し、前記シナリオを前記外部記憶手段に記憶し
て、保管や他の同じ機能を持った装置との交換を可能に
することを特徴とする超音波診断装置であり、この構成
により、１つまたは１式の入力手段の操作という容易な
操作で通常診断ができることにより操作者は診断に集中
でき、効率を高めることができる作用を有する。また、
請求項２に記載の発明は、実行順が逆順次の時には前記
操作者が入力した情報を初期化するか否かを定義し、操
作訂正時の手戻り作業を少なくできるようにしたことを
特徴とする請求項１記載の超音波診断装置であり、この
構成により、操作訂正時の手戻り作業を少なくできる作
用を有する。
【０００７】また、請求項３に記載の発明は、前記シナ
リオに格納されている各実行手順の属性において、超音
波診断装置が具備している複数の機能のうちから操作者
が通常使用している特定の機能をシナリオ実行中に選択
できるようにしたことを特徴とする請求項１記載の超音
波診断装置であり、この構成により、動作モード実行中
における各種設定項目のうち初期値を与えることと、操
作者が動作モード実行中に必要な設定の変更ができると
いう自由度を持たせる作用を有する。
【０００８】以上のように、本発明は、通常使用する操
作手順の単位として入力手段の一つの入力単位ではな
く、動作モードを手順の単位としシナリオ化するように
して、一つの動作モード内での操作者の変更を可能とし
ている。また、シナリオにはその動作モードにおけるデ
フォルト操作を属性として定義できるので操作者は変更
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操作を必要な場合のみ行えば良い。また、１つまたは１
式の操作手順順次／逆順次指示手段によってシナリオに
従った操作の順次実行と操作訂正のための逆順次実行が
どちらもできるようにしたものでる。
【０００９】以上により、操作者は一連の診断において
必要な自由度をもった操作環境下で診断に集中でき、効
率を高めることができる。
【００１０】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態につい
て、図１から図５を用いて説明する。
【００１１】図１は操作者が必要な自由度もった操作環
境下で診断に集中でき、効率を高めることができる本発
明の実施の形態による超音波診断装置を示す。図１にお
いて超音波探触子１は超音波送受信回路２によって超音
波信号を被検体にむけて送信すると共に、被検体からの
反射エコーを受信する。受信した超音波信号は超音波表
示制御回路３、画像文字重畳制御回路４を経て表示器５
上に表示される。
【００１２】一方、操作卓６上の１つまたは１式の操作
手順順次／逆順次指示手段から入力された順次／逆順次
指示によって、操作手順等記憶手段９から操作手順等シ
ナリオ１０が主制御回路７によって呼び出され、シナリ
オの内容に従って、例えば、患者登録モード、画像表示
モード、計測モードなどの動作モード毎で実行される。
実行される内容は操作手順等表示制御回路８、画像文字
重畳制御回路４を経て表示器５上に表示される。さら
に、超音波診断装置は、シナリオ保管や他の同じ機能を
持った装置とのシナリオ交換するためのシナリオ外部記
憶手段１１、サーバパソコン等とシナリオを直接通信す
るためのシナリオ外部通信手段１２を有している。
【００１３】以上のように構成された超音波診断装置に
ついて、図２、図３、図４および図５を用いてその動作
を説明する。
【００１４】図２は操作手順等のシナリオ例を示してい
る。シナリオにはモード毎の手順が記述されている。属
性は当該モードにおける初期値指定を表している。逆順
次動作の場合で、操作者情報を初期化するか、或いは初
期化しないかの指定はここで行う。例えば、手順番号１
で登録した患者の名前を手順番号３において、間違いに
気づいたときに逆順次で２ステップ戻り、患者名の一部
を修正する場合は手順番号１の本項目は「しない」と記
述しておけば、患者名を最初から入力すること無く、間
違えた患者名の一部のみを修正するだけでよい。
【００１５】図３は実行中の表示例を示している。操作
手順表示に加えて、属性表示を行っている。通常、胎児
の成長度合いを計測する場合に「頭の周囲長」や「足の
長さ」を計測する等多くの選択肢があるが、ここではそ
の選択肢の中で、「頭臀長」が選択されていることを示
す。つまり、計測モードに入った時に部位の選択はせず
に初期値として「頭臀長」が選択されたことをあらわし
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ている。操作者はこの場で選択肢を「足の長さ」に変更
することができ、次の操作手順へシナリオを中断するこ
となく進むことができる。図４は本発明が実行される時
のフローチャートの例を示している。シナリオの記述内
容に従って、順次と逆順次の実行および、逆順次実行時
の属性初期化選択ができることを示している。フローチ
ャートに沿って以下説明する。
【００１６】まず、ステップ４０１において開始する。
ステップ４０２においてシナリオを読み込む。ステップ
４０３において手順番号を１とする。ステップ４０４に
おいて手順番号で示されたシナリオを実行する。シナリ
オの実行は以下の通りである。ステップ４０５において
手順番号ことにシナリオの実行を開始する。ステップ４
０６において操作手順モードを表示する。次いで、操作
手順の操作順は「順次」か「逆順次」かの判断を行な
う。「順次」であれば、ステップ４０９においてデフォ
ルト手順属性の実行をする。次いで、ステップ４１０に
おいてデフォルト手順属性の実行をする。「逆順次」で
あれば、逆順時の初期化の指定があるか否かの判断を行
ない、指定がなければステップ４０９へ進む。逆順時の
初期化の指定があれば、ステップ４１０に進む。ステッ
プ４１１において属性変更の指示があるか否かの判断を
する。属性変更の指示があればステップ４１２において
手順属性の変更を行ない、ステップ４１３において手順
属性の表示をする。属性変更の指示がなければ、そのま
まステップ４１３へ進む。これで手順番号毎のシナリオ
の実行を終了して、ステップ４０４へ戻る。
【００１７】ステップ４１５において操作手順指示手段
の入力を待つ。ステップ４１６において操作順が「順
次」か「逆順次」かの判断を行ない、操作順が「順次」
であれば、手順番号を１つ進めて、終了か否かの判断を
する。イエス（Ｙ）であればそのまま終了する。ノー
（Ｎ）であればステップ４０４へ戻る。操作順が「逆順
次」であれば、ステップ４１８において手順番号を１つ
戻して、ステップ４０４へ戻る。
【００１８】図５は操作手順順次／逆順次指示手段の例
を示している。図５（ａ）は、ボタン型スイッチによる
指示手段を示し、横配列、縦配列の何れでもよい。図５
（ｂ）は自動中心復帰型スイッチによる指示手段であ
る。この図では、右に倒すことによって「順次」を指示
し、左に倒すことによって「逆順次」を指示する。図５
（ｃ）はダイヤル式の指示手段である。ダイヤルを右に
廻すことによって「順次」を指示し、左に廻すことによ
って「逆順次」を指示する。本手段を操作するたびに動
作モード毎の順次(手順番号１→２→３・・・)と逆順次(手
順番号６→５→４・・・)の遷移ができる。
【００１９】なお、操作手順順次／逆順次支持手段は上
記以外の他の手段であってもよい。
【００２０】
【発明の効果】以上のように本発明によれば、通常使用
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する操作手順の単位として入力手段の一つの入力単位で
はなく、動作モードを手順の単位としシナリオ化してい
るため、一つの動作モード内での操作者の変更を可能と
している。また、シナリオにはその動作モードにおける
デフォルト操作を属性として定義できるので操作者は変
更操作を必要な場合のみ行えば良い。また、1式の操作
手順順次/逆順次指示手段によってシナリオに従った操
作の順次実行と操作訂正のための逆順次実行がどちらも
できることを特徴としたものである。以上により、操作
者は一連の診断のための必要な自由度をもった操作環境
下で診断に集中でき、効率を高めることができるという
効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態における操作者が必要な自
由度もった操作環境下で診断に集中でき効率を高めるこ
とができる超音波診断装置のブロック図
【図２】本発明の実施の形態における操作手順等シナリ
オ例を示す説明図
【図３】本発明の実施の形態における実行中表示例を示
す説明図
【図４】本発明の実施の形態におけるフローチャート
【図５】本発明の実施の形態における操作手順順次/逆
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順次指示手段を示す説明図
（ａ）本発明の実施の形態におけるボタン型スイッチに
よる操作手順順次/逆順次指示手段を示す説明図、
（ｂ）本発明の実施の形態における自動中心復帰型スイ
ッチによる操作手順順次/逆順次指示手段を示す説明
図、（ｃ）本発明の実施の形態におけるダイヤル式の操
作手順順次/逆順次指示手段を示す説明図
【図６】従来の超音波診断装置のブロック図
【符号の説明】
１  超音波探触子
２  超音波画送受信回路
３  超音波表示制御回路
４  画像文字重畳表示制御回路
５  表示器
６  操作卓
７  主制御回路
８  操作手順等表示制御回路
９  操作手順等記憶手段
１０  操作手順等シナリオ
１１  シナリオ外部記憶手段
１２  シナリオ外部通信手段

【図３】
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【図１】
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【図２】
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【図４】

【図５】
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中针对每个操作模式存储操作过程和与操作员通常用于一系列诊断的过
程相关联的属性，用于存储方案的存储装置9以及根据方案的顺序 一组
操作程序顺序/反向顺序指令装置布置在控制台6上，其使得能够执行和
反向顺序执行以进行操作校正，并显示正在执行的操作程序和该程序的
属性。 通过提供使操作员能够在一种操作模式下改变在操作员的场景中
定义的属性的显示单元5，操作员可以在不操作许多输入装置的情况下操
作一种输入模式。 操作步骤在顺序/反向顺序指令装置的操作流程中，可
以集中于具有必要自由度的操作环境中的诊断并提高效率。
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